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市民一人あたりの予算の

使いみちは？

平成30年度
予算のはなし

3

7,547円 1.5%

10,917円2.2%

1,329円0.3%

17,907円 3.7%

22,796円 4.6%

20,753円

4.2%

共生と参加の
まちづくりに

19,427円 4.0%

地域経済の
発展に

7,751円1.6%
港湾の整備に

区政の振興に

交通・水道の
経営安定に

環境・リサイクルに

行政運営に

計画的な
まちづくりに

市民1人あたりの
歳出総額

489,339円

平成30年度

125,100円

25.6%

保健・医療・
福祉の充実に

61,621円 

12.6%

道路・公園緑地・
河川・下水道の整備

と安全なまちづくりに

79,251円

16.2%

学校教育と
生涯学習に

77,267円 

子育ての
支援に 

15.8%

37,673円

7.7%

その他

一般会計予算（7,366億円）を人口で割り、１人の市民にとって予算がどんな割合で使われているかを
図にしました。「扶助費」「物件費」などの項目も、さらに細かく具体的なものに変えてご紹介します。

※平成30年1月1日現在の推計人口：1,505,357人として計算

■ 歳出の内訳をちがった見方で整理し、より身近なものとして再確認

市民生活の幅広い分野に、きめ細かく配分されています。

巨大な金額の予算を「１人
あたり」に置き換えて見る
と、�イメージしやすくなり
ますね。




